
平成 22 年度室内環境学会学術大会 
シンポジウムパネルディスカッション

室内環境学会のご案内室内環境学会のご案内
人はその生活の大部分を室内で過ごしていることを考えると、

人の健康保護のみならず快適な環境という観点からも室内環境問題は極めて重要な課題となっています。

そこで、色々な分野の研究者･実務者等が集まり、室内環境問題について意見交換し、

さらに快適環境の創造に向けて実際に活動できる場として 1994 年 9 月に「室内環境研究会」が誕生しました。

1998 年 1 月「室内環境学会」と名称を変更して、更なる発展をめざし、さまざまな角度から

室内環境の問題解決に取り組みたいと考えています。

室内環境に関心をお持ちの方々多数のご入会をお待ちしております。

室内環境に関わる諸問題に関して、
その研究の発展を促進し、会員相互の交流を図ります。
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S O C I E T Y  O F  I N D O O R  E N V I R O N M E N T  J A P A N

室内環境因子の動態解明･モニタリング
室内環境因子への曝露･健康影響評価
快適環境の評価･創造
室内汚染防止･対策
室内環境とエネルギー消費　　　　　　　　その他

お問合せ

● 学術大会および講演会の開催
　年1回の学術大会では、毎年100件前後の発表と活発な議論がなされております。また、
室内情報に関連する講演会も頻繁に開催しており、室内環境に関連する研究成果や測定
法などについて、社会へ発信しております。

● 学会誌･ニューズレターの発行　
　年２回発行している学会誌では、全国の研究者から投稿されて審査を
経た学術的な原著論文や調査資料などに加えて、掲載された原著論文
中に用いられた用語の解説記事や会員によるエッセイや推薦図書の書
評など、バラエティーに溢れた情報発信をしております。また、年６回発
行のニューズレターにより、講演会や関連学会についての情報などを
会員にお届けしております。

● 内外の関連学協会との交流および協力
　日本建築学会や日本エアロゾル学会、日本臨床環境医学会等の関連学会とは、学術大会や
講演会などを相互に協賛や共催という形で開催しており、室内環境に関連する情報の社会
発信を進めております。

● 会員相互の情報および研究の交流
　学術大会の場や各種委員会や分科会、地域支部において、研究者同士や研究者と企業の間
に、会員相互が生まれ、新しい研究のきっかけや情報交換の場ともなっております。

● 委員会･支部活動
　学術委員会、社会連携委員会、出版委員会、標準化委員会、商標管理委員会、事業委員会、
広報委員会、九州支部、東北支部、関西支部があり、学会運営を円滑かつ活発に推進するた
めに活動しております。

● 研究テーマに応じた分科会、ワーキンググループの立ち上げ・活動
　以下の４つの分科会が現在活動中であり、随時メンバーを受け付けております。
　詳しくは、室内環境学会ホームページをご覧ください。
　現在活動中の分科会：化学物質分科会 、燃焼器具分科会、微生物分科会、地域文化保全
分科会

室内環境学会の概要 学会の研究テーマ

学会の事業活動

￥5,000/ 年会費

￥1,000/ 年会費

1 口￥30,000/ 年会費

￥3,000/ 年会費

１口￥50,000/ 年会費

会員の種類

会員特典　学会誌 ( 年 2 回 ) の無料配布 ( 法人会員は2部 )・ニューズレターの配信 
　　　　　学会が主催する学術大会および講演会･セミナー等への参加費無料または割引
　　　　　学会誌掲載論文等のダウンロード　など

平成23年度
室内環境学会学術大会　in 静岡
12月8日(木)・9日(金)　グランシップ (ＪＲ東静岡駅前) で開催
総合テーマは「健康長寿の基盤としての室内環境」

大会長 : 雨谷　敬史 (静岡県立大学　環境科学研究所)
シンポジウム　「室内環境とエネルギー（仮題）」
　　　　　　　  12月8日(木) 15:00～17:30（予定）

正 会 員
学 生 会 員
法 人 会 員

シニア会員

商 標 会 員

本会の目的に賛同して入会した者

正会員に準ずる者で、大学･大学院等に在学する者

本会の目的に賛同して、入会した団体

概ね 60 歳以上で常勤の職を持たず、自らシニア会員である
ことを希望し、本会の目的に賛同して入会した者

室内環境学会標準法準拠の商標の使用・管理を許可された
団体あるいは個人

お知らせ

高気密の室内環境では、4時間機械換気が必要とされています。

ところが、計画停電等で家庭の機械換気や事業所の局所排気装置が稼働できな

い事態も想定する必要が出てきました。また，真夏の太陽放射による室内温度上昇

を防ぐ必要性も増しています。このような，エネルギー問題と関連した室内環境の問

題を，一度，考えてみませんか。
学術大会の詳細はＨＰをご覧ください
⇒http://atmos.u-shizuoka-ken.ac.jp/siej/siej2011top.html


